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	   報 告 者
	ASIAN  Team   Coach

近藤　　允

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	チャーター艇

メーカー
	WINNER  12Ti
新艇
	マスト、ブーム

スプリット
	OPTIPARTS
ブラックゴールド新品
	ダガーボード

ラダー、ティラー
	N－1
新品


	気象について
	7月2日より現地入りしました。
シリーズ期間中は全日程で午前中は無風状態でした。10時30分頃から210°～230°の南西の風が2～3ｍです。12時スタートに合せて、11時には風がないが出艇させられます。
スコールが来る前は、雷や急激に寒くなり約1時間位降り続きます。

寒さに加えて風も上がる為、パドジャケを持たせた方が良いかと思います。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	風は210°～230°がほとんどでした。
風速は平均3ｍ、最大でも5ｍと軽風のシリーズでした。

潮は日本では感じた事が無いほどの速さでした。
200°方向より上げ潮です。

風が弱く、潮に押されてバックしてしまう程の速さです。

コースとしては、アウタースタートでサイドマークを回航して上マークアプローチしても、

上マークには届きません。
沖に出ると潮が強い為に岸よりを走り、ポートアプローチでアプローチをしないと、

上マーク付近で止まってしまうようなかたちでした。

	　帆走指示書内容

　で特記事項
	かなりのアバウトな感じで、帆走指示書の時間通りには進まない。
運営スタッフもあまり上手くはない。

	　レースコース図
	　　写真に撮って、画像データとして添付して下さい



	　コーチボート

　について
	コーチボートは2カ国で1艇でした。
香港チームとシェアを致しました。


· 以下、日本チームより上位の選手、国について記入して下さい

	　選手の特徴、体格


	タイ、シンガポール、マレーシアに関しては小柄な選手がほとんどでした。
スタート前、セーリング中の自己主張が日本選手より出来ている。

	　艤装品について
	艇装品に関してはほぼ日本選手と変わらない。


	　セッティング等
	セールのフット部分が浅めのセールでリーチを開き気味。

	　海上での練習方法
	走り合わせ、海面状況のチェック。
さほど日本との変わりはなし。

	　セーリング技術
	タックからのトップスピードになるまでの速さ。
ピンポイントなパンピングやボディパンプ。

	　戦術、戦略など
	

	　日本選手が

　劣っていること
	チームレースの経験不足。
追いかける戦術は合格点だが、追われて防御が出来ない。

	　日本選手が

　勝っていること
	ボートスピードは、体が大きいがトップクラスのスピードで走っている。
技術等はトップクラス。

	　日本チームとして

の課題
	チームレースの経験。
潮の強いところでの練習。

ルールの勉強。



	　ＪＯＤＡへの要望
	海外遠征や外国人との交流をどんどん取り入れてほしいです。


	　　　その他
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

